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研究成果の概要（和文）：乳癌術後薬物療法を行った患者の意思決定におけるプロセスについて、多くの患者に
おいてShared Decision Making による決定が行われていることを明らかにした。しかしながら、患者の嗜好、
患者側の要因、医療者側の要因により、そのプロセスは異なり、個々人により、その重要度と満足度は異なるた
め、Shared Decision Makingのさらなる普及のためには、医療者側に対しても患者側に対してもそのプロセスの
あり方について理解を深め、求めていくことも重要であると考えられた。

研究成果の概要（英文）：Regarding the decision-making process of patients treated with postoperative
 medications for breast cancer, we found that Shared Decision Making is used by many patients. 
However, the process differs depending on patient preferences, patient factors, and provider 
factors, and the importance and satisfaction of the process differs from person to person. In order 
to further promote Shared Decision Making, it is important to deepen the understanding of the 
process on the part of both providers and patients.

研究分野： breast cancer
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  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
乳癌術後薬物療法を行った患者の意思決定におけるプロセスにおいて、多くの患者においてShared Decision 
Making による決定が行われていることを明らかにした。しかしながら不十分である要素があり、これに着目し
たSDMを行うための医療コミュニケーション技術の開発が必要であると考えられた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
近年、乳がん治療は多様化し、患者はあらゆる場面で意思決定を余儀なくされている。様々な治
療法が標準治療として行われるようになっている。過去において推し進められてきた延命のみ
を目標とした治療から、患者のサバイバーシップを意識した治療に変遷している。手術療法、薬
物療法、放射線療法全てにおいて、患者個人の合併症、リスクを加味した治療が行われるように
なっている。さらに遺伝性乳がんに対する検査の必要性など、治療の幅が広がった一方で、医療
者と患者での Shared Decision Making が重要視されるようになっている。特に乳がん領域に 
おいては延命を目的とした治療から、治療中、治療後の QOLや晩期合併症も考慮した治療に移
り変わっている。治療方針の決定において、患者の意思決定を尊重することが医療者側にとって
の義務であり、自分自身で選択することは患者にとっての義務となりつつある。今までは医療者
によって決められてきた治療方針から、患者自身が自分の価値観や生活、家族、人生としっかり
と向き合って納得して治療を決める必要があると考えられる。そこで、乳がん薬物療法を行う上
で、患者自身が意思決定をする上でのプロセスを解明する必要があると考えられた。 
 
２．研究の目的 
日本人乳がん患者において現時点での SDMの実践の現状を明ら
かにする。日本人乳がん患者における SDMの必要性、そのため
に必要な情報を収集する。その上で、患者の好みや価値観を理解、
解明することで患者の術後治療方針の意思決定のプロセスを解
明することを目的とする。これを解明することで、乳がんサバイ
バーの QOLの向上に役立てることができると考えた。 
 
３．研究の方法 
SDM-Q-9および SDM-Q-DOC日本語版※1を用いた検討を行っ
た。 
名古屋大学医学部附属病院で手術を行った患者のうち、術後薬物療法を必要とされた患者に対
して、SDM-Q-9質問紙票および治療法を決定する上で患者が重要と考える事項についてアンケ
ート調査を行った。担当医師には SDM-Q-DOCを用いて調査を行った。 
そのデータと臨床病理学的因子および、患者因子とともに統計学的解析を行った。また、SDM
を構成する要素の中で現在の臨床において不足している要素や項目、患者背景ごとによる違い
に関する探索を行った。 
 ※1 Goto Y, et al. Psychometric Evaluation of the Japanese 9-Item Shared Decision-Making 
Questionnaire and Its Association with Decision Conflict and Patient Factors in Japanese 
Primary Care. JMA J. 2020;3(3):208-215. 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４．研究成果 
患者背景によらず、SDM-Q-9 の合計点数は高く、多くの
患者が SDM により治療方針を決定していると考えてい
ることが示唆された。一方で、医師の認識とは相違が
認められた。(図 1) 
 
意思決定における 9つの要素のうち、「それぞれの治療
方法について徹底的に比較検討した」と感じている割
合は他の要素に比べて低く、治療法を決める上で複数
の選択肢を比較することが、現在の意思決定のプロセ
スにおいて不十分である可能性があり、今後の課題で
ある。（図 2） 
化学療法を行った患者においては、SDM-Q-9 の点数が
低い傾向にあり、化学療法がある場合に SDM が十分に
行われていない可能性が示唆された。（図 3） 
また、年齢別に見ると高齢者と比較し、若年者におい
ては特に SDM の 9 つの要素の中で他治療との比較に関

図1 SDM-Q-9およびSDM-Q-DOC 



して十分に検討されていないと考えられる割合が多いことが明らかとなった。（図 4） 
 
他癌腫においては、SDM と治療満足度に直接の相関はなく、SDM と医師の説明、意思決定のプロ
セスが治療満足度につながると報告されており、過去の報告では、乳癌患者の約 40%が SDM を受
けたと感じており、SDM と QOL は関連ないものの、QOC（Quality of care）と関連がある。 

また、化学療法を行った群では SDM が実践された場合の方が QOL と QOC が高いと報告されてい
る。 
今回の結果において、患者背景や治療において重要視する点や嗜好による SDM の傾向の違いは
認められなかった。 
今後は SDM の普及に向けて、患者と医療者とのコミュニケーションにおける注意点を啓蒙啓発
することで、治療決定における SDM の普及が進むであろう。 
一方で、早期乳癌患者の予後、再発までの期間は長いため、本研究における研究期間の間に、乳
癌患者の予後や晩期毒性との関連性を調べることは不可能であった。今後、さらなる解析を続け
る中で、SDM と QOL、予後や QOC を評価するための後解析を行うことを検討している。 

 
 

図 2 SDM-Q-9および SDM-Q-DOCの各要素 

 

図 4 年齢による違い 図 3 化学療法の有無による違い 
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